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天 
小
言
い
ふ
相
手
も
な
く
て
花
芙
蓉
（
西
田
） 

地 
野
仏
や
金
木
犀
の
香
る
里 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
迷
調
子
） 

人 
気
に
入
り
の
石
に
休
め
る
赤
蜻
蛉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
恵
美
子
） 

人 
頭
下
げ
雨
受
け
入
れ
る
酔
芙
蓉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
無
尽
） 

人 
薄
紅
葉
葉
々
の
迷
路
に
日
が
差
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ち
せ
い
） 

人 

絵
手
紙
を
書
い
て
は
捨
て
る
柿
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
西
田
） 

人 

我
に
似
て
は
や
色
褪
せ
し
彼
岸
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
寶
州
） 

 

1 

虫
す
だ
く
義
兄

あ

に

の
稲
作
今
年

こ

ぞ

限
り
（
迷
調
子
）
２ 

2 

気
に
入
り
の
石
に
休
め
る
赤
蜻
蛉
（
恵
美
子
）
４ 

3 

薄
き
雲
透
か
し
て
く
っ
き
り
名
月
や
（
寶
州
）
１ 

4 

し
た
た
か
に
生
き
て
き
ま
し
た
ち
ろ
ろ
虫
（
西
田
）
１ 

5 

台
風
や
進
路
見
る
と
き
首
捩
じ
る
（
霊
峰
） 

6 

薬
待
つ
人
み
な
無
口
秋
の
暮
（
宗
道
）
３ 

7 

小
言
い
ふ
相
手
も
な
く
て
花
芙
蓉
（
西
田
）
７ 

8 

須
高
産
林
檎
や
傷
持
ち
柔
ら
か
し
（
ち
せ
い
） 

9 

栗
拾
ふ
散
歩
に
な
り
し
里
の
山
（
寶
州
） 

10 

頭
下
げ
雨
受
け
入
れ
る
酔
芙
蓉
（
無
尽
）
４ 

11 

葡
萄
食
べ
休
耕
田
を
考
へ
る
（
ち
せ
い
） 

12 

虫
の
音
の
一
段
と
冴
ゆ
る
雨
の
あ
と
（
迷
調
子
）
１ 

13 
 

天
の
路
フ
リ
ー
パ
ス
な
り
渡
り
鳥
（
宗
道
）
３ 

14 

友
集
い
月
を
肴
に
杯
重
ね
（
慧
澄
） 

15 

師
の
盆
に
集
う
強
者
古
稀
過
ぶ
る
（
誠
一
）
２ 

16 

灯
火
親
し
使
い
古
し
の
万
年
筆
（
西
田
）
３ 

17 

ポ
ツ
カ
リ
と
芙
蓉
一
輪
今
朝
の
庭
（
無
尽
）
２ 

18 

深
爪
の
指
先
乾
く
月
夜
か
な
（
霊
峰
）
２ 

19 

薄
紅
葉
葉
々
の
迷
路
に
日
が
差
し
て
（
ち
せ
い
）
４ 

20 

ハ
ン
ド
ル
は
わ
が
子
に
任
せ
秋
彼
岸
（
宗
道
）
３ 

21 
 

穴
惑
い
本
日
二
匹
に
遭
遇
せ
り
（
寶
州
） 

22 

ス
ス
キ
活
け
団
子
並
べ
て
月
を
待
つ
（
慧
澄
）
１ 

23 
 

絵
手
紙
を
書
い
て
は
捨
て
る
柿
紅
葉
（
西
田
）
４ 

24 

台
風
や
一
喜
一
憂
す
老
妻

つ

ま

の
顔
（
無
尽
） 

25 

春
来
る
を
信
じ
て
種
を
蒔
い
て
お
り
（
迷
調
子
）
２ 

26 

猫
じ
ゃ
ら
し
歩
く
走
る
に
妄
想
無
し
（ち
せ
い
） 

27 

秋
晴
れ
に 

剪
定
の
音 

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
に
（
吉
隆
） 

28 

逝
き
し
人
の
歳
そ
の
ま
ま
に
展
墓
か
な
（
霊
峰
）
２ 

29 

秋
海
棠
今
年
の
庭
に
満
々
と
（
無
尽
） 

30 

木
守
柿
襲
い
し
小
鳥
の
つ
つ
き
跡
（
寶
州
） 

31 

野
仏
や
金
木
犀
の
香
る
里
（
迷
調
子
）
６ 

32 

放
参
日
見
上
げ
た
月
の
眩
し
さ
や
（
慧
澄
） 

33 
 

盆
過
ぎ
し
一
言
詫
び
る
墓
参
か
な
（
誠
一
）
１ 

34 
 

行
く
道
や
す
す
き
点
々
姿
み
せ
（
無
尽
） 

35 
 

水
に
影
落
と
す
紫
式
部
か
な
（
宗
道
） 

36 

あ
ど
け
な
く
金
木
犀
を
指
さ
し
ぬ
（
霊
峰
） 

37 
 

我
に
似
て
は
や
色
褪
せ
し
彼
岸
花
（
寶
州
）
４ 

38 
 

朝
顔
や
何
時
ま
で
も
咲
き
長
く
咲
き
（
ち
せ
い
）
１ 

39 
 

虫
よ
け
の
春
菊
の
種
も
蒔
い
て
お
く
（
迷
調
子
）
１ 

40  

尾
花
径
山
は
暮
れ
行
く
茜
空
（
西
田
） 

41 
 

ひ
と
ひ
ね
り
五
秒
の
命
木
の
実
独
楽

こ

ま

（
宗
道
）
２ 

42  

晩
秋
を
肚
い
っ
ぱ
い
に
坐
り
け
り
（霊
峰
）３ 

43 
 

夏
枯
れ
に
ボ
タ
の
山
肌
見
え
に
け
り
（
誠
一
）
１ 

次回１１月句会は、豊前支部摂心会での合同句会となります。一人３句までの不在投句となり、 
従来のようなメールでの選句はできませんのでご了承ください。 
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